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第５１回日本ニュージーランド経済人会議の開会に当たりまして、一言

ご挨拶申し上げます。 

まず、本会議が５１回目を迎えたことをお祝いしたいと思います。最近

では人の平均寿命が延び、「人生１００年時代」とも申しますが、それでも

人生のターニングポイントを迎えたわけです。これだけ長い間本会議を支

えていただいたすべての方々、そしてそれを力強く継承発展されている現

経済委員会の皆様、なかんずくイアン ケネディ ニュージーランド側委

員長、市川晃日本側委員長をはじめ、本会議の開催に向けてご尽力された

関係者の皆様に心より敬意を表します。 

そして、この記念すべき５１回目の会議をホストされたロトルア市の皆

様にも感謝いたします。ここロトルアは大地から湧き上がる地熱で世界的

に有名です。Sulphur City（硫黄の町）の熱い地熱が参加者の心を熱くさせ、

必ず新たなビジネスの源泉を生み出すことでしょう。 

 日本とニュージーランドは、自由、民主主義、法の支配といった基本的

な価値を共有する戦略的協力パートナーとして、外交・防衛・経済のあら

ゆる面で連携を深化させています。特に経済面では、皆様の御努力御活躍

に支えられ、両国の関係が近年特に深まっています。２０１８年末のＣＰ

ＴＰＰの発効以来、貿易額は約３割伸びており、ニュージーランドにとっ

て、日本は第４位の輸出相手国、第５位の輸入先国です。投資においても、

日本はニュージーランドにとって第４位の投資国です。伝統的な第一次産

業分野に加え、最近では地熱などの再生可能エネルギー、水素エネルギー、

宇宙分野などの新分野の連携も始まっています。 

  



 

先月末、日本では新たに高市総理が就任いたしました。総理はその所信

表明演説で、「日本と日本人の底力を信じてやまない」とされた上で、「今

の暮らしや未来への不安を希望に変え、強い経済を作る」と述べられまし

た。その肝となるのが「危機管理投資」です。「危機管理投資」とは、経済

安全保障、食料安全保障、エネルギー安全保障、国土強靱（きょうじん）

化対策（インフラ対策）などの様々なリスクや社会課題に対し、官民が手

を携え先手を打って行う戦略的な投資のことです。本日の会議の諸テーマ

（ニュージーランド側の関心事項でもあると思います）とピッタリ重なっ

ていることに驚きます。本日の活発な意見交換が、両国の関係をより一層

深めるだけでなく、日本の強い経済づくりにも貢献することを、私は確信

しています。 

 本会議には、サイモン・ワッツ・エネルギー担当大臣、トッド・マクレ

イ農業大臣兼貿易・投資担当大臣、シェーン・ジョーンズ海洋・漁業担当

大臣兼資源担当大臣という３名の大臣にご参加いただけると伺っており

ます。ニュージーランド側の本会議にかける意気込みに深く感謝申し上げ

ます。日本側としても、ニュージーランド側の熱意にこたえるべく、各大

臣に関係拡大に資する意見を率直に申し上げて参りましょう。 

 新たな発展にはフレッシュな人材が必要です。今年も日本から若い世代

の皆さんが参加されていますし、新たな会員の方もいらっしゃいます。加

えて、本年から、委員企業のお声かけで特別参加された企業の方もいらっ

しゃいます。本会が毎年発展的に成長していることを大変心強く思ってい

ます。本会議がロトルアにおいて大きな成果を収め、両国経済が「協働に

より成長」していけることを祈念いたしまして、私の挨拶といたします。 

  ご清聴、ありがとうございました。 


